
ゎkゎ

鴫什召質臭斬僣菰義義傭 ｩﾊhnj ljkj怖★詐

ゎをゐハみ】ゅ】ニそデゥ

庭紋企股台痔換義

費炊】択摂怖ｙ質臭偬蟻

捗義ぃ遮藻義

鳴義狂妃ケばびデ

ｯﾊﾋﾄｾﾎ

ｫﾀﾊﾋﾇﾀZｫﾀﾊﾋﾇﾀ

､ﾉﾁﾊﾍﾈｼﾏﾄﾊﾉ

Index

多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

講
こう

演
えん

会
かい

「私
わたし

たちの地
ち

域
いき

だからこそ
できる多

た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

」
　2月14日、市役所で多文化共生推進講演会が開催され
ました。講師は多文化共生の実践・研究で全国的に有名
な群
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さん。高崎の地域に
あった多文化共生について学ぼうと、協会員、区長、市
職員など60人が集まりました。
　結城先生は、2002年（平成14年）から行っている県内
のブラジル人学校に通う子どもたちの定期健診を例に、
多文化共生を推進する具体的な手法を参加者ひとりひと
りと対話しながら伝えました。

　ブラジル人学校に通う子どもやその親が定期健診をあ
まり受けていないことに最初は驚いたが、話を聞いてみ
ると、ブラジルでは必要最低限の医療は国の補償により
無料で受けられることや、健康管理は家
庭の責任であると考えていることなど、
そもそも医療制度や健康管理に対する認
識が違っていて、子どもの健康に無関心
ではないことを理解したこと。定期健診
を実施するにあたっては、大学内の様々
な部署が連携することにより、より良い
定期健診が実現できたことなど、長年の
フィールドワークの苦労や成果を詳しく
説明しました。
　また、群
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さし受付機が、実は日本人にとっても便利なものである
ことがわかった時、多文化共生の推進は、誰もが住みよい
地域作りにつながると確信されたことなどを語りました。
　その他、ヒスパニック系
移民の受け入れなどで多文
化共生の先進地とされるア
メリカのロサンジェルスの
視察で、様々な文化の尊重
が必要な融合をはばみ、新
たな差別や閉鎖的なコミュニティーを生み出すこともあ
るといった点も指摘しました。

◆健康管理を一例として、多文化共生に対する対応のヒ
ントや町作りの姿勢の対応のヒントなど、考えさせら
れた。一個人の問題、地域の問題は広く誰にとっても
同様の問題であり、共に考えて行くことこそ、多文化
共生の基本だと思った。

◆外国人には特別な手伝いが必要だと考えていたが、特
に気にしないで対応していけばいいのではないかと思
えるようになった。

◆高崎市をより住みやすく、暮らしやすい街にするため
には、個々の問題についてより積極的に関わり、具体
的データをもって行政に働きかけていくことが大切だ
ということが理解できた。

◆在日外国人の子どもの健康管理は重要なことと思う。
自分と異質な相手を受容できる人格形成が幼少からの
重要な課題と思う。
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